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志
木
駅
か
ら
歩
い
て
、５
、６
分
、志
木
小
学
校
、

市
民
会
館
に
向
か
う
ま
で
、
住
宅
エ
リ
ア
と
し
て

良
き
環
境
を
保
ち
た
い
、
と
い
う
住
民
の
意
向
と
、

志
木
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
と
が
一
つ
に
な
っ

て
、
新
し
い
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

志
木
市
は
、
地
区
計
画
制
度
を
導
入
し
て
、
す

で
に
上
宗
岡
三
丁
目
地
区
の
整
備
を
完
了
し
た

が
、
本
計
画
は
そ
れ
に
次
ぐ
も
の
で
、
住
民
意
識

の
盛
り
上
が
り
を
捉
え
、
公
共
事
業
と
し
て
ル
ー

ル
化
す
る
モ
デ
ル
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。 電

子
版
市
民
プ
レ
ス　
第
53
号

　

タ
ブ
ロ
イ
ド
地
域
紙
「
市
民
プ
レ
ス
」
第
53
号
（2011/7/5

発
行
）
の
電
子
版
と
し

て
再
編
集
し
ま
し
た
。
電
子
書
籍
専
用
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
で
お
読
み
下
さ
い
。

ま
た
ご
利
用
の
環
境
に
よ
っ
て
は
、電
子
書
籍
の
閲
覧
が
で
き
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
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地
域
は
、
Ａ
地
区
（
第
一
種
中
高
層

住
居
専
用
地
域
）、
Ｂ
地
区
（
第
二
種
住

居
地
域
）、
Ｃ
地
区
（
近
隣
商
業
地
域
）

の
三
つ
に
区
分
さ
れ
、
建
物
の
高
さ
は
、

Ａ
地
区
で
、
10
ｍ
、
Ｂ
・
Ｃ
地
区
で
18

ｍ
ま
で
と
な
る
。
そ
の
ま
わ
り
を
大
通

り
が
囲
ん
で
い
る
の
で
、
住
宅
か
ら
の

外
出
に
は
至
便
で
あ
り
、
静
か
な
環
境

と
住
み
易
さ
と
を
調
和
さ
せ
た
、
ま
ち

づ
く
り
の
モ
デ
ル
と
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

　
か
つ
て
、
志
木
市
に
生
ま
れ
、
作
家
と
し
て
成
功
し
た
永
倉
萬
治
の
処
女
作
「
武
蔵
野
Ｓ
町
物
語
」
に

記
さ
れ
た
、
雲
雀
が
鳴
く
の
ど
か
な
地
域
で
も
あ
っ
た
。

　
目
印
は
「
志
木
小
学
校
」
で
、
そ
の
こ
ろ
、
町
で
一
番
高
い
三
階
建
て
の
建
物
だ
。
昼
を
告
げ
る
サ

イ
レ
ン
の
音
が
、
い
ま
よ
り
ず
っ
と
遠
く
ま
で
聞
こ
え
、
欅
の
大
木
が
町
の
あ
ち
こ
ち
に
聳
え
立
っ
て
い

る
以
外
は
何
も
さ
え
ぎ
る
も
の
は
な
か
っ
た
。

胸
い
っ
ぱ
い
に
息
を
吸
い
込
む
彼
の
鼻
を
、

花
々
の
匂
い
と
土
く
さ
い
田
舎
の
匂
い
が
刺

激
し
た
よ
う
だ
。
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河
越
館
の
歴
史
を
繙
く

　

河
越
館
の
在
り
し
日
の
姿

　

埼
玉
県
川
越
市
の
台
地
に
館
を
築
い
た
河
越
氏
は
、
中
世
の
こ
ろ
、
武
蔵
国
き
っ
て
の
豪
族
と
し
て
活

動
し
た
が
、
そ
の
一
族
で
あ
っ
た
江
戸
氏
は
、
入
間
川
を
下
り
、
東
京
都
千
代
田
区
、
現
在
の
皇
居
の
あ

た
り
と
推
定
さ
れ
て
い
る
台
地
に
「
江
戸
館
」
を
築
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

残
念
乍
ら
江
戸
館
の
遺
構
は
皆

無
で
あ
る
が
、一
方
の
「
河
越
館
」

の
跡
地
は
、
昭
和
四
十
六
年
か
ら

発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
、
川
越
市

は
文
化
財
調
査
の
の
ち
、
中
世
の

河
越
館
の
偉
容
を
想
像
し
て
鳥
瞰

図
と
し
て
描
い
た
。

　

川
越
市
の
北
西
に
当
る
上
う
わ

ど
戸
の
入
間
川
右
岸
に
位
置
す
る

約
二
町
（
２
１
８
ｍ
）
四
方
の
規

模
の
区
画
に
は
、
土
塁
・
空
堀
な

ど
の
遺
構
が
現
存
し
て
お
り
、
昭

和
五
十
九
年
、
国
の
史
跡
に
指
定

さ
れ
た
。
さ
ら
に
平
成
二
十
一
年

十
一
月
に
は
史
跡
公
園
と
し
て
公

開
さ
れ
、
訪
れ
る
人
々
は
増
加
し

つ
つ
あ
る
。

　

館
跡
周
辺
の
景
観

　

こ
の
図
は
、
十
四
世
紀
中
頃
の

館
を
推
測
し
た
も
の
で
、
①
は
幅
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約
４
ｍ
、
深
さ
約
２
ｍ
の
堀
で
囲
ま
れ
、
掘
立
柱
建
物
②
や
井
戸
③
、
霊
廟
と
推
測
さ
れ
る

石
葺
き
の
塚
④
が
あ
っ
た
区
画
、
こ
れ
を
囲
む
道
路
⑤
、
そ
の
南
側
に
は
出
入
り
口
と
し
て

土
橋
⑥
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

館
の
中
心
と
な
る
主
屋
は
、
遺
構
が
集
中
す
る
入
間
川
寄
り
の
場
所
⑦
に
あ
っ
た
と
推
測

さ
れ
る
。
道
路
を
挟
ん
で
、
区
画
①
の
西
側
に
は
、
塀
で
囲
ま
れ
た
宗
教
的
な
区
画
⑧
、
北

側
に
は
堀
で
囲
ま
れ
た
区
画
⑨
、
そ
し
て
南
側
に
は
河
越
氏
の
持
仏
堂
か
ら
発
展
し
た
常
楽

寺
⑩
が
あ
る
。
現
在
は
時
宗
の
寺
と
し
て
存
続
し
て
い
る
。

　

館
の
周
辺
に
注
目
す
る
と
、
東
に
は
水
運
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
入
間
川
⑪
が
流
れ
、

西
に
見
え
る
新
い
ま
ひ
え
さ
ん
の
う
ぐ
う
日
吉
山
王
宮
（
現
存
）
⑫
の
付
近
に
は
、
鎌
倉
街

道
⑬
が
通
過
し
て
水
陸
交
通
の
交
わ
る
要
衝
に
立
地
し
て
い
た
。
復
元
さ
れ
た
河
越
館
は
、

主
屋
・
墓
域
・
寺
院
な
ど
役
割
の
異
な
る
複
数
の
区
画
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
周
囲
を
廻
る

道
路
や
川
な
ど
を
通
じ
て
様
々
な
人
や
物
資
、
情
報
が
集
ま
り
、
周
辺
地
域
の
中
心
と
な
る

都
市
的
な
場
だ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
歴
史
的
・
地
理
的
背
景
が
、
河
越
氏
の
初
代
か
ら
二
百
年
に
わ
た
る
活
動
を

支
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
武
士
た
ち
は
こ
こ
か
ら
各
地
に
向
か
っ
て
出
陣
し
、
京
に
も
の
ぼ
っ

て
戦
っ
た
。
応
安
元
年
（
１
３
６
８
）
の
戦
い
に
敗
れ
、
つ
い
に
河
越
氏
が
歴
史
の
表
舞
台

か
ら
姿
を
消
し
た
後
も
、
寺
域
や
戦
闘
の
陣
所
と
し
て
利
用
さ
れ
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

　

河
越
館
跡
の
歴
史
を
繙
く

　

川
越
市
内
の
大
字
上
戸
地
域
は
、入
間
川
が
北
に
流
れ
る
左
岸
に
隣
接
し
、高
麗
台
地
（
入

間
台
地
）
の
先
端
部
に
当
た
っ
て
い
る
。
標
高
は 

二
十
米
ほ
ど
だ
が
、
扇
状
地
性
台
地
の
末

端
に
位
置
し
て
い
る
の
で
、
北
側
の
低
地
に
向
か
っ
て
ゆ
る
や
か
に
傾
斜
し
て
い
る
。

周
辺
一
帯
に
は
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
遺
跡
が
知
ら
れ
、「
的
場
」
地
区
に
は
古
墳
群
が
所
在
す
る
。

ま
た
奈
良
時
代
に
は
、武
藏
国
入
間
郡
の
役
所
が
設
置
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
、そ
こ
に
納
め
る
税（
稲
）

を
各
地
か
ら
運
び
込
む
要
衝
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
時
代
を
超
え
て
地
域
が
も
つ
役
割
の
全
体
像
が

見
え
て
き
た
。

　

的
場
古
墳
群

　

か
つ
て
は
三
十
基
も
の
古
墳
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
現
存
す
る
の
は
そ
の
主
墳
と
さ
れ
る
牛
塚
古

常楽寺　境内夕暮れ迫る　史跡公園上戸　日枝神社（新日吉山王宮）
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墳
の
み
と
な
っ
た
。

　

六
世
紀
末
な
い
し
七
世

紀
初
頭
に
築
か
れ
た
と
さ

れ
、
全
長
47
メ
ー
ト
ル
、

高
さ
４
メ
ー
ト
ル
の
前
方

後
円
墳
で
、
前
方
部
が
北
、

後
円
部
が
南
を
向
い
て
い

る
。
原
形
が
す
で
に
変
形

し
て
い
る
が
、
発
掘
調
査

の
結
果
、
後
円
部
か
ら
は

横
穴
式
石
室
が
見
出
さ
れ

た
。
崩
れ
た
築
造
当
所
の

石
室
の
上
に
さ
ら
に
石
室
が
構
築
さ
れ
た
重
葬
形
式
が
み
ら
れ
る
珍
し
い
古
墳
で
、
盗
掘
を
受
け
て
い
た

よ
う
だ
が
、
第
一
次
棺
床
面
か
ら
は
金
銅
環
、
玉
類
、
直ち
ょ
く
と
う刀（

刀
身
に
反そ

り
の
な
い
真
っ
直
ぐ
な
形
の
も
の
）、

鉄て
つ
ぞ
く鏃

（
石
の
鏃や
じ
りに

代
わ
っ
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
鉄
製
の
も
の
、
狩
猟
に
、
ま
た
は
武
器
と
し
て
使
わ
れ

た
）。
そ
れ
を
覆
う
第
二
次
棺
床
面
か
ら
は
金
銅
環
、
金
銅
製
指
輪
、
直
刀
、
刀と
う
す子

（
現
代
の
小
型
万
能
ナ

イ
フ
）、
玉
類
、
馬
具
な
ど
が
多
数
出
土
し
、
金
銅
指
輪
な
ど
の
貴
重
な
出
土
品
は
、
川
越
市
立
博
物
館

に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

牛
塚
と
い
う
名
称
は
、
死
ん
だ
牛
を
こ
の
あ
た
り
に
多
数
埋
め
た
こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ

る
。
東
京
・
池
袋
か
ら
東
武
東
上
線
で
北
西
に
約
四
十
分
、
川
越
市
駅
の
つ
ぎ
の
霞
ヶ
関
駅
で
下
車
、
南

に
歩
い
て
約
十
分
、
JR
川
越
線
の
線
路
沿
い
に
所
在
し
て
い
る
。

　

霞
ヶ
関
遺
跡

　

川
越
市
上
戸
新
町
の
入
間
川
と
小こ

畔あ
ぜ
が
わ川

に
挟
ま
れ
た
地
で
発
見
さ
れ
た
「
霞
ヶ
関
遺
跡
」
は
、
発
掘
調

査
に
よ
っ
て
、
大
型
の
堀
立
柱
建
物
跡
と
、
区
画
目
的
で
造
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
溝
や
塀
、
柱
跡
等
が

確
認
さ
れ
、
建
物
群
の
溝
と
大
型
建
物
の
柱
穴
か
ら
「
入
厨
」
の
文
字
が
書
か
れ
た
、
平
安
時
代
初
期
の

墨
書
土
器
片
が
発
見
さ
れ
た
。「
入
厨
」
の
墨
書
土
器
や
大
型
の
堀
立
柱
建
物
の
規
格
的
配
置
は
、
こ
の

遺
跡
の
辺
り
に
入
間
郡
の
役
所
に
関
連
す
る
施
設
が
存
在
し
た
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。
当
時
主
要
な
情

報
伝
達
の
た
め
の
幹
線
と
な
っ
て
い
た
「
東
山
道
武
蔵
路
」
が
近
く
の
西
側
を
南
北
に
縦
貫
し
て
い
た
と

さ
れ
て
い
た
の
で
、
こ
の
陸
路
と
入
間
川
な
ど
の
水
路
に
よ
る
人
と
物
資
、 

そ
し
て
情
報
が
集
ま
る
交
通
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の
要
衝
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
上
戸
・
鯨
井
地
区
に
向
か
っ
て
流
れ

る
入
間
川
の
水
運
を
利
用
し
て
、
郡
家
の
正
倉
に
納
め
る
税
と
し
て
の
稲
が
郡
内
各
所
か
ら
集
め
ら
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
鯨
井
」
の
由
来
・
・
・

　

徳
川
幕
府
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』に
よ
れ
ば
、「
鯨
井
村
は
郡（
高
麗
郡
）の
東
、

入
間
郡
の
郡
界
に
し
て
三
芳
郷
に
属
せ
り
。
往
昔
、
久
次
郎
な
る
も
の
草
創
し
て
居
し
ゆ
い
に
、
久
次
郎

居
村
と
唱
へ
し
を
、
何
時
の
頃
か
ら
か
、
今
の
文
字
に
書
き
か
え
し
よ
し
。
或
い
は
久
志
羅
井
、
と
も
書

き
せ
り
」
と
あ
る
。（「
鯨
井
史
」
に
よ
る
）

　

河
越
荘
が
つ
く
ら
れ
た
の
は
、室
町
時
代
の
中
頃
、文
明
十
八
年（
１
４
８
６
）に
書
か
れ
た『
廻
国
雑
記
』

に
、「
常
楽
寺
と
い
へ
る
時
宗
の
道
場
」と
い
う
記
述
が
あ
る
が
、こ
の
書
は
、聖
護
院
門
跡
道
興（
１
４
２
９

〜
１
５
０
１
）
が
関
東
・
北
陸
地
方
を
旅
し
た
と
き
の
紀
行
文
で
、
旅
の
途
次
に
河
越
を
訪
れ
、
こ
の
寺

が
在
っ
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。

　

ま
た
後
に
徳
川
幕
府
が
現
地
を
調
査
し
て
文
政
十
一
年
（
１
８
２
８
）
に
完
成
し
た
『
新
編
武
蔵
風
土

記
稿
』
の
高
麗
郡
総
説
の
項
に
は
、「
川
越
城
の
塁
跡
は
、
日
吉
山
王
社
の
地
で
あ
る
か
、
常
楽
寺
の
地

の
あ
た
り
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、
当
時
か
ら
、
河
越
氏
の
居
宅
跡
は
、
入
間
川
沿
い
の
上

戸
地
区
に
現
存
す
る
常
楽
寺
の
辺
り
と
推
測
さ
れ
て
い
た
。
な
お
こ
の
書
の
上
戸
村
の
項
に
は
、
常
楽
寺

付
近
の
様
子
が
挿
絵
（
左
図
）
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
度
の
調
査
で
、
当
時
の
風
光
が
ま
さ

し
く
蘇
っ
た
の
で
あ
る
。

　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
古
代
以
後
、
奈
良
時
代
に
も
人
と
物
資
の
交
流
す
る
衝
で
あ
っ
た
の
で
、
河

越
氏
の
祖
先
だ
っ
た
秩
父
一
族
が
、
地
域
の
豪
族
と
し
て
、
こ
こ
を
拠

点
と
し
た
こ
と
は
頷
け
る
。
た
だ
し
こ
の
地
は
、
入
間
川
と
小
畔
川
に

挟
ま
れ
た
台
地
の
端
と
は
い
え
、
あ
ま
り
に
も
要
害
性
が
認
め
ら
れ
な

い
場
所
な
の
で
、
そ
の
後
城
郭
と
な
り
、
河
越
氏
を
始
め
、
続
い
て
領

主
と
な
っ
た
山
内
上
杉
氏
・
小
田
原
北
条
氏 

（
大
導
寺
氏
）
が
、
戦
国

時
代
末
期
ま
で
重
要
視
し
た
理
由
は
何
だ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
明
ら

か
で
は
な
い
。

　

河
越
に
拠
点
を
置
い
た
秩
父
氏
の
家
系
は
、
秩
父
武
綱―

重
綱―

重

隆―

能よ
し
た
か隆 ―

重
頼
だ
が
、
重
隆
の
頃
、
河
越
姓
を
名
乗
っ
て
、
河
越

に
館
を
構
え
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
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河
越
荘
の
総
鎮
守

　

平
安
時
代
に
荘
園
を
開
発
し
た
地
方
豪
族
た
ち
は
、都
へ
の
憧
れ
と
信
仰
心
か
ら
、各
地
で
寺
社
を
次
々

に
築
い
た
が
、
平
安
時
代
末
期
の
頃
、
河
越
能
隆
は
河
越
荘
園
の
総
鎮
守
と
し
て
、
日
枝
神
社
を
京
都
よ

り
分
祀
し
て
領
内
の
上
戸
に
奉
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

た
だ
し
川
越
市
上
戸
字
山
王
３
１
５
（
東
武
東
上
線
霞
ヶ
関
駅
の
北
、
徒
歩
十
分
）
に
現
存
す
る
日
枝
神

社
の
縁
起
に
よ
れ
ば
、
元
日
吉
山
王
権
現
と
称
し
、
貞
観
年
代
（
８
６
０
）
の
創
立
と
い
う
。
休
慶
と
い

う
修
業
僧
が
、
京
都
比
叡
山
麓
に
あ
る
日
吉
山
王
を
深
く
信
仰
し
て
、
武
蔵
の
こ
の
地
に
社
を
建
立
し
た

と
さ
れ
、
当
時
の
資
料
と
し
て
布
目
瓦
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
永
暦
元
年
（
１
１
６
０
）
後
白
河
法
王

が
京
都
に
新
日
吉
山
王
社
を
祀
っ
た
さ
い
、
河
越
氏
が
河
越
庄
を
法
皇
に
寄
進
、
以
後
後
白
河
法
皇
の
御

領
地
と
な
っ
て
新
日
吉
山
王
権
現
と
称
し
た
と
い
わ
れ
る
。

　

河
越
荘
の
総
鎮
守
と
し
て
河
越
氏
一
族
が
崇
敬
し
た
神
社
で
あ
っ
た
。
河
越
氏
の
経
重
は
、
文
応
元
年

（
１
２
６
０
）
に
銅
鐘
を
寄
進
し
た
。「
武
蔵
国
河
越
庄
、
新
日
吉
山
王
宮
・
・
」
等
の
銘
文
が
あ
っ
て
現

存
、重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、現
在
は
市
内
の
養
寿
院
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
寺
「
養
寿
院
」（
現
・

川
越
市
元
町
）
は
、河
越
経
重
が
開
基
と
な
っ
て
造
営
さ
れ
、河
越
重
頼
（
河
越
太
郎
）
の
墓
も
所
在
す
る
。

以
下
次
号
に
つ
づ
く

　

志
木
町
町
立
志
木
小
学
校
の
草
創
期

□
明
治
七
年
以
前 

寺
子
屋
時
代

明
治
五
年 

学
制
発
布

明
治
七
年 

宝
幢
寺
を
仮
校
舎
と
し
、
開
校 

第
一
大
学
区
第
四
番
中
学
区
第
一
九
五
番
小
学
志
木
学

校
と
称
す
。

□
明
治
十
二
年 

教
育
令
時
代

明
治
十
七
年 

学
区
の
名
称
廃
止 

志
木
小
学
校
と
改
称

明
治
十
九
年 

小
学
校
令
時
代

明
治
廿
三
年 

小
学
校
令
改
正 

義
務
年
限
四
ヶ
年
と
な
る
。

明
治
廿
三
年 

教
育
に
関
す
る
勅
語
拝
受

明
治
卅
五
年 

高
等
科
併
置
志
木
尋
常 

高
等
小
学
校
と
改
称 

長
勝
院
を
仮
分
教
場
と
な
す
。

明
治
卅
六
年 

新
校
舎
竣
工

明
治
卅
八
年
二
月
十
一
日 　

落
成
祝
賀
式

明
治
四
十
年 

義
務
教
育
年
限
は
六
年
と
な
る
。
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以
下
、志
木
小
学
校
の『
開
校
百
年
記
念
誌
』（
昭
和
四
十
九
年
）か
ら
、そ
の
あ
け
ぼ
の
を
探
っ
て
み
よ
う
。

　

徳
川
末
期
の
寺
子
屋

　

一
、
宮
原
庄
次
郎
師
家

　

宮
原
庄
次
郎
師
は
、
天
明
六
年
八
月
十
日
舘
村
に
生
れ
、
宮
原
家
第
十
一
代
の
主
と
し
て
、
万
延
元
年

か
ら
安
政
七
年
ま
で
卅
六
年
間
舘
村
名
主
役
を
勤
め
、
か
た
わ
ら
子
弟
の
教
導
に
当
っ
た
。
筆
子
（
子
弟
）

が
建
て
た
塚
が
宝
幢
寺
境
内
の
宮
原
家
墓
地
に
あ
る
。

　

二
、
宝
居
弘
観
師

　

宝
幢
寺
住
職
で
、
文
政
三
年
生
れ
、
明
治
十
年
に
死
亡
し
た
。
明
治
七
年
七
月
志
木
学
校
開
設
後
も
、

志
木
小
学
校
の
教
師
と
し
て
勤
務
さ
れ
た
。
宝
幢
寺
に
は
、筆
子
が
建
立
し
た
立
派
な
碑
が
残
さ
れ
て
い
る
。

寺
子
屋
で
は
、
一
般
庶
民
を
教
育
し
て
い
た
が
、
名
家
の
子
弟
、
名
主
と
か
、
組
頭
と
か
、
豪
農
商
家
の

子
弟
が
多
く
、
女
子
は
ほ
と
ん
ど
稀
で
あ
っ
た
。

　

寺
子
屋
教
育
は
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
名
主
と
か
、
神
官
、
僧
侶
と
か
、
士
族
階
級
の
一
部
の
人
達
の

手
に
自
由
に
委
ね
ら
れ
、
教
育
内
容
も 

読
み
、
書
き
（
て
な
ら
い
）、
そ
ろ
ば
ん
が
主
で
、
進
度
に
随
っ

て
、
四
書
五
経
、
と
い
っ
た
漢
字
が
授
け
ら
れ
た
が
、
所
謂
素
読
が
中
心
だ
っ
た
。
て
な
ら
い
は
、
千
字

文
、
名
頭
、
女
庭
訓
、
往
来
物
、
い
ろ
は
な
ど
、 

算
法
は
、
そ
ろ
ば
ん
が
主
で
あ
っ
た
。

　

生
徒
は
筆
子
と
か
筆
生
と
か
称
し
、
入
塾
卒
業
も
ま
ち
ま
ち
で
年
少
者
は
六
、七
才
か
ら
十
五
、六
ま
で

が
多
か
っ
た
よ
う
だ
。

　

月
謝
（
授
業
料
）
は
、
束そ
く
し
ゅ
う脩と
い
っ
て
、
中
元
、
歳
暮
に
は
多
く
は
品
物
で
す
ま
せ
た
。
米
穀
類
、
野

菜
、或
は
、自
家
製
の
餅
と
か
う
ど
ん
な
ど
、様
々
で
今
か
ら
考
え
る
と
、よ
く
こ
れ
で
す
ん
だ
も
の
だ
と
、

当
時
の
気
風
が
偲
ば
れ
る
。
勿
論
、
お
金
を
持
参
す
る
も
の
も
あ
っ
た
が
小
額
で
す
ん
だ
。
当
時
、
五
銭

と
か
十
銭
と
か
い
っ
た
額
で
束
脩
を
持
っ
て
行
く
と
、
お
師
匠
さ
ん
か
ら
、
半
紙
と
か
筆
と
か
を
お
返
し

に
い
た
だ
い
て
こ
れ
が
、
子
供
達
に
は
な
に
よ
り
の
楽
し
み
で
あ
っ
た

と
い
う
。

　

修
業
年
限
は
自
由
で
、
短
い
の
で
は
半
年
か
ら
一
年
長
い
方
で
も

五
、六
年
で
、
女
子
は
特
に
短
か
っ
た
よ
う
だ
。

　

学
制
が
発
布
さ
れ
る

明
治
四
年 

七
月 

文
部
省
設
置
／
明
治
五
年 

八
月 

学
制
発
布 

太
政
官

布
告
／
明
治
七
年 

七
月 

志
木
学
校
開
設
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『
太
政
官
布
告

「
人
々
自
ら
其
の
身
を
立
て
、
そ
の
産
を
治
め
、
そ
の
業
を
昌
ん
に
し
て
、
其
の
生
を
遂
ぐ
る
所
以

の
も
の
は
他
な
し
。
身
を
修
め
智
を
開
き
才
芸
を
長
ず
る
は
、
学
に
あ
ら
ざ
れ
ば
能
わ
ず
。
是
学
校

の
設
け
あ
る
所
以
に
し
て
、
日
用
常
行
言
語
書
算
を
は
じ
め
、
士
官
農
商
百
工
技
芸
及
び
法
律
政
治

天
文
医
療
に
至
る
ま
で
、
凡
そ
人
の
営
む
所
の
事
、
学
に
非
ら
ざ
る
ば
無
し
。
人
よ
く
其
の
才
の
あ

る
所
に
応
じ
勉
励
し
て
之
に
従
事
し
、
然
し
て
後
初
め
て
生
を
治
め
産
を
起
し
業
を
昌
に
す
る
を
得

べ
し
。
さ
れ
ば
学
問
は
、
身
を
立
つ
る
の
基
本
と
も
云
う
べ
き
も
の
に
し
て
、
人
た
る
も
の
誰
か
学

ば
ず
し
て
可
な
ら
ん
や
。
夫
の
道
に
迷
い
飢
餓
に
陥
り
、
家
を
破
り
身
を
喪
う
の
徒
の
如
き
は
、
畢

境
不
学
よ
り
し
て
か
か
る
過
を
生
ず
る
な
り
。
従
来
学
校
の
設
あ
り
て
よ
り
、
年
を
経
る
こ
と
久
し

と
言
へ
ど
も
、
或
は
其
の
道
を
得
ざ
る
よ
り
し
て
其
人
方
向
を
誤
り
、
学
問
は
士
人
以
上
の
事
と
し
、

農
工
商
及
び
婦
女
子
に
至
っ
て
は
、
之
を
度
外
に
置
き
、
学
問
の
何
た
る
か
を
弁
ぜ
ず
、
又
士
人
以

上
の
稀
に
学
ぶ
も
の
、
動
も
す
れ
ば
国
家
の
為
に
す
と
唱
へ
、
身
を
立
つ
る
の
基
た
る
を
知
ら
ず
し

て
或
は
、
詞
章
記
誦
の
未
に
走
り
、
空
離
虚
談
の
徒
に
お
ち
い
り
、
其
の
論
高
尚
に
似
た
り
と
雖
も
、

之
を
身
に
行
い
事
に
施
す
こ
と
能
わ
ざ
る
も
の
少
か
ら
ず
、
是
即
ち
沿
襲
の
習
弊
に
し
て
文
明
晋
か

ら
ず
、
才
芸
の
長
ぜ
ず
し
て
、
貧
乏
破
産
喪
家
の
徒
多
き
ゆ
え
ん
な
り
。
是
故
に
人
た
る
も
の
は
、

学
ば
ず
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
。
之
学
ぶ
に
よ
ろ
し
く
其
の
旨
を
誤
る
べ
か
ら
ず
。

　
之
に
よ
っ
て
、
今
般
文
部
省
に
於
て
、
学
制
を
定
め
追
々
教
則
を
も
改
正
し
て
布
告
に
及
ぶ
べ
き

に
つ
き
、 

自
今
以
後 

一
般
人
民
（
華
士
族
農
工
商
及
び
婦
女
子
）
必
ず
邑
に
不
学
の
戸
な
く
、
家
に
不

学
の
人
な
か
ら
し
め
ん
事
を
期
す
。

　
人
の
父
兄
た
る
も
の
、
宜
し
く
こ
の
意
を
体
認
し
、
其
の
愛
育
の
情
を
厚
く
し
、
其
の
子
弟
を
し
て
、

必
ず
学
に
従
事
せ
し
め
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
の
も
の
な
り
。
高
上
の
学
に
至
っ
て
は
、
其
の
人
の
才
能

に
委
す
と
い
へ
ど
も
、
初
童
の
子
弟
は
、
男
女
の
別
な
く
小
学
に
従
事
せ
し
め
ざ
る
の
も
の
は
、
其

の
父
兄
の
越
度
た
る
べ
き
事
、
但
し
従
来
沿
襲
の
弊
、
学
問
は
士
人
以
上
の
事
と
し
、
国
家
の
為
に

す
と
唱
う
る
を
以
て
、
学
費
及
び
其
の
衣
食
の
用
に
至
る
ま
で
多
く
官
に
依
頼
し
、
之
を
給
す
る
に

非
ざ
れ
ば
学
ば
ざ
る
事
と
思
い
一
生
を
自
棄
す
る
も
の
少
な
か
ら
ず
。
是
皆
惑
へ
る
の
甚
だ
し
き
も

の
な
り
。
自
今
以
後
、
此
等
の
弊
を
改
め
、
一
般
の
人
民
他
事
を
な
げ
う
ち
、
自
ら
奮
っ
て
必
ず
学

に
従
事
せ
し
む
べ
き
よ
う
心
得
う
べ
き
事
」』

　

こ
の
大
方
針
が
そ
の
ま
ま
学
校
の
方
針
で
、
こ
の
趣
旨
は
、
漸
次
当
事
者
の
奨
め
と
併
せ
て
、
父
兄
の

向
学
の
念
を
動
か
し
、
就
学
は
年
々
増
加
の
一
途
を
辿
っ
た
。
然
し
国
家
の
方
針
が
一
般
国
民
に
徹
底
す
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る
ま
で
は
容
易
な
業
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

　
志
木
学
校
の
創
設　
宝
幢
寺
学
校

　

明
治
七
年
七
月　

志
木
小
学
校
は
当
町
宝
幢
寺
を
仮
校
舎
と
し
て
創
立
。
第
一
大
学
区
第
四
番
中
学
区

第
一
九
五
番
小
学
志
木
学
校
と
称
す
。
初
代
校
長 

中
川
喜
一
郎
氏 

着
任　

在
職　

八
ヶ
月

　

埼
玉
県
新
座
郡
志
木
小
学
校
は
明
治
七
年
七
月
本
町
宝
幢
寺
を
仮
校
舎
に
充
つ
。
爾
来
学
制
の
変
遷
に

伴
い
其
の
名
称
を
異
に
せ
り
、
即
ち
明
治
十
五
年
学
区
の
改
正
に
よ
り
第
一
大
学
区
と
な
り
、
仝
十
七
年

学
区
の
名
称
は
廃
正
せ
ら
れ
、
単
に
志
木
小
学
校
と
称
し
、
仝
十
九
年
九
月
志
木
尋
常
小
学
校
と
改
め
、

仝
三
十
五
年
四
月
高
等
科
を
併
置
し
、
志
木
尋
常
高
等
小
学
校
と
改
称
す
。

　

当
時
高
等
科
は
、
本
町
長
勝
院
を
以
て
仮
校
舎
に
充
て
た
り
し
が
、
明
治
三
十
六
年
一
月
新
校
舎
落
成

せ
る
を
以
て
仝
年
二
月
十
一
日
全
部
之
に
移
る
。

明
治
七
年
七
月　

館
村 

引
又
町 

合
併
「
志
木
宿
」
と
な
る
。

　

開
校
当
時 

志
木
宿
の
誕
生
を
見
た
ば
か
り
、
政
治
の
基
礎
も
財
政
の
基
礎
も
至
っ
て
貧
弱
、
到
底
新

校
舎
の
建
設
は
夢
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
当
時
志
木
宿
の
戸
長
（
当
時
は
町
村
長
を
、
戸
長
と
称
す
）
は
高
野

啓
三
郎
氏
（
高
野
武
兵
エ
氏
の
父
）
で
あ
っ
た
が
、
全
国
的
に
維
新
の
混
乱
期
で
、
財
政
は
極
度
に
窮
乏

し
て
い
た
。

　

政
府
は
太
政
官
布
告
に
も
あ
る
通
り
、
国
の
財
政
に
頼
る
な
「
教
育

は
各
自
治
体
で
賄
え
」
と
い
っ
た
布
告
の
通
り
、
従
っ
て
何
れ
の
町
村

で
も
、
寺
院
か 

農
家
の
大
き
な
物
置
と
か
、
神
社
の
社
務
所
と
か
を
仮

校
舎
と
し
て
其
の
場
を
切
り
抜
け
た
。
町
当
局
の
苦
労
が
偲
ば
れ
る
。

　
「
志
木
宿
」
が
「
志
木
町
」
と
改
称
さ
れ
た
の
は
明
治
二
十
二
年
、
大

日
本
帝
国
憲
法
が
発
布
さ
れ
、
立
憲
君
主
国
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

新
校
舎
時
代

明
治
三
十
四
年
五
月
八
日 

大
熊
実
三
郎
校
長
転
任

第
五
代 

小
沼
佐
吉
校
長
着
任 

大
正
十
三
年
三
月
卅
一
日
ま
で
在
職 

二
十
二
年
十
一
月

明
治
三
十
四
年
七
月 

学
校
敷
地
を
現
在
地
に
定
む 

坪
数
一
二
七
二
坪
（
四
一
八
九
㎡
）

仝
年
七
月
廿
五
日 

新
築
校
舎
認
可

明
治
三
十
五
年
三
月
二
十
二
日 

新
築
校
舎　

起
工

仝
年
三
月 

高
等
科
併
設　

長
勝
院
を
仮
校
舎
に
充
つ

明治四十四年度卒業写真（新校舎の前で）
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志
木
尋
常
高
等
小
学
校
と
改
称

　

小
沼
佐
吉
は
、
宝
幢
寺
仮
校
舎
に
て
不
自
由
な
教
育
活
動
を
続
け
た
最
後
の
校
長
で
、
埼
玉
師
範
卒
業

の
有
能
校
長
と
し
て
（
当
時
は
師
範
出
の
教
員
は
稀
で
あ
っ
た
）
非
常
に
尊
敬
さ
れ
て
い
た
。

　

着
任
早
々
新
校
舎
の
計
画
を
立
て
、
町
当
局
と
協
議
。
敷
地
の
選
定
に
、
新
築
校
舎
の
構
想
な
ど
敏
腕

を
振
っ
た
。
幸
に
も
敷
地
は
町
の
素
封
家
、
三
上
権
兵
衛
氏
の
畑
（
現
在
の
敷
地
の
一
部
）
一
二
七
二
坪

が
決
定
し
た
。
三
十
四
年
七
月
新
築
認
可
、
三
十
五
年
三
月
廿
二
日
起
工
、
三
十
六
年
一
月
二
十
五
日
竣

工
の
運
び
と
な
っ
た
。

　

こ
の
間
高
等
科
の
併
置
、児
童
数
の
増
加
に
伴
い
、一
時
長
勝
院
に
高
等
科
を
分
置
し
急
場
を
し
の
い
だ
。

　

校
舎
の
建
築
は
順
調
に
進
渉
し
、
平
屋
木
造
瓦
葺
、
凹
字
型
、
坪
数
二
一
五
坪
、
建
築
費
七
千
九
拾
参

円
二
十
三
銭
九
厘
、
当
時
と
し
て
は
頗
ぶ
る
モ
ダ
ン
な
、
模
範
的
な
校
舎
で
県
下
で
も
稀
に
み
る
立
派
な

も
の
だ
っ
た
。

　

校
長
の
努
力
は
勿
論
、
町
当
局
の
協
力
も
絶
大
な
も
の
で
、
町
民
は
も
と
よ
り
学
校
当
局
並
に
児
童
の

よ
ろ
こ
び
は
大
き
か
っ
た
。
明
治
三
十
六
年
一
月
に
新
築
校
舎
落
成
、
二
月
十
一
日
に
全
部
（
宝
幢
寺
、

長
勝
院
）
こ
こ
に
移
動
し
た
。

中
宗
岡
の
歴
史
を
訪
ね
て

　

去
る
五
月
十
五
日
、「
志
木
の
ま
ち
案
内

人
の
会
」
の
主
催
で
、「
宗
岡
・
水
と
暮
ら

す
知
恵
」
が
開
催
さ
れ
、
志
木
市
役
所
前

を
ス
タ
ー
ト
し
て
、
天
神
社
↓
北
美
↓
宗

岡
浄
水
場
↓
せ
せ
ら
ぎ
の
小
径
↓
実
蔵
院

↓
泣
き
虫
稲
荷
↓
郷
土
資
料
館
↓
一
里
塚

跡
↓
野
火
止
用
水
↓
水
塚
↓
産
財
氷
川
神

社
の
コ
ー
ス
で
、
案
内
人
の
会
（
会
長
、
一

ノ
倉
達
也
）
の
ベ
テ
ラ
ン
・
メ
ン
バ
ー
が
親

し
く
案
内
し
た
。

志木市の浄水場を案内するのは若尾勉さん

実蔵院の縁起を語って案内する安藤茂延さん

「泣き虫稲荷」 のいわれを説明するのは細
田和子さん

「産財氷川神社」 の縁起や歴史を説明す
る深瀬克さん

コースの最後になった産財氷川神社 （中ノ氷川神社） （中宗岡２- ２９） は、 荒川土手を背景と
して佇んでいる。 志木市指定文化財（平成八年）で、中宗岡に所在する白眉の文化財なので、
その説明に耳を傾けてみよう。
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「
産
財
」
の
由
来

　
「
産
財
」
地
区
に
あ
る
の
で
中
ノ
氷
川
神
社
は
産
財
氷
川
神
社
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
明
治
時
代
の
宗
岡

の
地
図
に
「
産
財
甲
」・「
産
財
乙
」・「
中
三
在
」・「
下
三
在
（
産
財
）」
の
字
名
が
あ
っ
て
、「
三
在
」
に

は
、
自
分
が
住
む
地
区
か
ら
離
れ
た
辺
鄙
な
周
辺
部
に
あ
る
耕
地
を
指
す
意
味
が
あ
る
ら
し
く
、「
三
在
」

が
「
産
財
」
に
転
化
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
「
在
」
は
、
中
心
部
か
ら
は
な
れ
た
周

辺
部
を
指
す
意
味
も
あ
る
。

　

永
享
年
間
（
１
４
２
９
〜
１
４
４
１
）
の
こ
ろ
、
武
蔵
国
一
ノ
宮
氷
川
神
社
（
現
・
さ
い
た
ま
市
）
か
ら

分
祀
し
た
と
伝
え
ら
れ
、 
拝
殿
の
奥
に
、
に
覆
わ
れ
た
本
殿
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
明
治
二
年
（
１
８
６
９
）

に
着
工
、
同
十
四
年
に
完
成
し
た
と
い
わ
れ
、
本
殿
石
積
み
基
壇
部
に
は
「
明
治
十
二
年
十
一
月
建
之
当

村
石
工
大
嶋
信
正
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

　

ご
祭
神
は
須す
さ
の
お
の
み
こ
と

佐
之
男
尊
、
奇く
し
い
な
だ
ひ
め
の
み
こ
と

稲
田
姫
命
、
大お
お
な
む
ち
の
み
こ
と

己
貴
命
。 

本
殿
は
造
り
で
、
建
築
資
材
は
ケ
ヤ
キ
。
本
殿

の
縁
を
支
え
る
「
腰
組
」
に
は
禅
宗
建
築
の
手
法
が
み
ら
れ
、
向
拝
の
階
段
の
下
に
あ
る
床
、「
浜
縁
」

は
賑
や
か
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
登
り
龍
・
下
り
龍
、
鯉
の
滝
登
り
、
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ

メ
な
ど
多
く
の
彫
刻
が
あ
り
、
意
匠
的
に
も
優
れ
た
貴
重
な
建
造
物
で
、
平
成
八
年
に
「
志
木
市
指
定
文

化
財
」
と
な
っ
た
。

　

最
近
、
氏
子
た
ち
に
よ
っ
て
、
拝
殿
の
前
面
縁
側
部

分
が
修
復
さ
れ
、
夏
祭
り
で
は
悪
魔
払
い
と
無
病
息
災

を
願
い
、
神
輿
の
渡
御
が
盛
大
に
行
わ
れ
る
。（
中
組
の

祭
り
）

　

産
財
氷
川
神
社
の
右
側
に
隣
接
す
る
御
嶽
山
は
、
明

治
二
十
五
年
（
１
８
９
２
）
宗
岡
村
の
に
よ
っ
て
築
造

さ
れ
た
。
高
さ
４
ｍ
、
頂
上
に
「
御
嶽
山
大
神
」・「
八

海
山
大
神
」・「
三
笠
山
大
神
」
の
三
神
を
祀
っ
て
あ
り
、

中
腹
に
は
、
木
曽
御
嶽
山
を
模
し
た
霊
場
・
神
社
・
記

念
碑
・
寄
進
者
連
名
碑
な
ど
が
林
立
し
て
い
る
。

　

一
山
講
を
起
こ
し
た
井
原
一
山
は
、
与
野
の
人
で
、

荒
行
を
木
曽
御
嶽
山
で
積
み
、
江
戸
と
与
野
の
御
嶽
大

神
を
勧
請
し
て
、
数
万
の
信
者
を
集
め
た
と
い
う
。
嘉

永
五
年
（
１
８
５
２
）
没
。

　

文
政
元
年
（
１
８
１
８
）
宗
岡
村
に
生
ま
れ
た
小
日

ケヤキ造り

多くの彫刻が残されている
産財氷川神社本殿
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向
鐐
之
助
は
病
弱
だ
っ
た
が
、
一
山
の
教
え
を
受
け
、
天
保
十
三
年
（
１
８
４
２
）
季
節
は
ず
れ
の
富
士

登
山
に
成
功
し
、
そ
の
後
も
三
十
数
回
富
士
山
に
登
拝
、
行
者
と
し
て
の
修
行
も
深
め
「
知
足
行
者
」
と

呼
ば
れ
た
。

　

師
一
山
が
臨
終
の
際
『
我
が
行
法
を
継
ぐ
者
は
汝
な
り
』
と
遺
言
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
信
望

を
集
め
た
知
足
行
者
は
、
遠
近
各
地
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
た
。
明
治
十
五
年
（
１
８
８
２
）
64
歳
で
没
。

そ
の
死
を
惜
し
ん
だ
一
山
講
の
人
々
は
、
十
三
回
忌
に
当
た
る
明
治
二
十
八
年
、「
知
足
行
者
の
碑
」
を

建
立
し
た
。

「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
」
は
も
っ
と
高
性
能
に
！

　

通
信
大
手
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、
Ｌ
Ｔ
Ｅ
（
ロ
ン
グ
・
タ
ー
ム
・
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
）

の
サ
ー
ビ
ス
を
す
で
に
開
始
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
応
し
た
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
」（
多
機
能
携
帯
電
話
）
を
今
年
中
に
発
売
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

　

新
た
な
携
帯
電
話
の
通
信
規
格
と
し
て
、
国
際
電
気
通
信
連
合
に
よ
っ
て
第
四
世
代
４
Ｇ
（4th 

G
eneration

）
と
呼
称
す
る
こ
と
を
認
可
さ
れ
た
Ｌ
Ｔ
Ｅ
は
、
高
速
・
大
容
量
・
低
遅
延
を
特
徴
と
す
る
。

　

こ
の
規
格
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
がSuper 3G

と
い
う
名
称
で
、
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
最
初
に
提
唱
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
同
社
は5G

bps 

の
パ
ケ
ッ
ト
信
号
伝
送
に
成
功
し
て
「Super 3G

」
と
呼
び
、
ま

た
国
際
的
に
は
、
第
３
・
９
世
代
携
帯
電
話
（3.9G

）
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
い
ま
や
国
際
標
準
化
さ
れ
、

世
界
中
の
通
信
事
業
者
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
サ
ー
ビ
ス
ブ
ラ
ン
ド
は
「
Xi
」（
ク
ロ
ッ
シ
ィ
）
で
、「
Ｘ
」
は
「
人
、
物
、
情
報
の
つ
な
が

り
」
や
「
無
限
の
可
能
性
」
を
意
味
し
、「
ｉ
」
は
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
や
「
私
」
を
意
味
し
て
お
り
、

「知足行者の碑」
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さ
ま
ざ
ま
な
人
、
物
、
情
報
が
有
機
的
に
つ
な
が
り
、
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
引
き
起
こ
し
て
い
く

こ
と
を
表
現
し
て
い
る
と
い
う
。

　

た
だ
し
、
現
在
の
通
信
業
界
は
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
で
携
帯
電
話
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
を
補
完
し
つ
つ
、
３
Ｇ

技
術
の
寿
命
を
延
ば
そ
う
と
い
う
状
況
に
あ
る
。
そ
の
た
め
Ｌ
Ｔ
Ｅ
の
商
業
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
今
年
末
ま

で
に
開
始
す
る
の
は
、
六
ヶ
国
、
30
社
未
満
に
と
ど
ま
り
そ
う
だ
と
予
想
す
る
向
き
も
あ
る
。
わ
が
国
の

大
手
通
信
業
者
の
Ｋ
Ｄ
Ｄ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
Ｌ
Ｔ
Ｅ
サ
ー
ビ
ス
へ
の
対
応
も
流
動
的
で
あ
る
。

　

Ｓ
Ｉ
Ｍ
ロ
ッ
ク
解
除
の
動
き

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
は
、
今
後
出
荷
す
る
携
帯
端
末
に
、「
Ｓ
Ｉ
Ｍ
ロ
ッ
ク
」
を
解
除
で
き
る
機
能
を
盛
り

込
む
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

Ｓ
Ｉ
Ｍ
カ
ー
ド
と
呼
ば
れ
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
携
帯
電
話
会
社
が
ロ
ッ
ク
を
か
け
る
状
態
の
こ
と
で
あ

る
。
Ｓ
Ｉ
Ｍ
カ
ー
ド
は
、
携
帯
電
話
会
社
が
発
行
し
、
電
話
番
号
な
ど
の
契
約
者
情
報
を
記
録
し
た
も
の

な
の
で
、
こ
れ
を
ロ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
携
帯
電
話
会
社
に
は
「
囲
い
込
み
」、
ユ
ー
ザ
ー
に
は

携
帯
電
話
機
の
無
料
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
が
、
世
界
標
準
と
か
け
離
れ
た
日
本
独
自

の
制
度
で
あ
っ
た
た
め
、
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
問
題
点
が
無
く
な
っ
た
訳
で
は
な
い
が
、
一
歩
前
進
と

い
う
べ
き
か
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
相
互
に
歩
み
寄
る

　

２
０
０
７
年
１
月
に
発
表
さ
れ
た
ア
ッ
プ
ル
社
のi-Phone

か
ら
始
ま
っ
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
そ

の
二
年
後
に
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
のi-Pad

へ
と
展
開
さ
れ
た
。
携
帯
電
話
は
多
機
能
と
な
る
一
方
、
パ
ー
ソ

ナ
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
電
子
書
籍
へ
と
変
身
し
な
が
ら
、
性
能
と
機
能
は
相
互
に

接
近
し
つ
つ
、
ユ
ー
ザ
ー
に
賢
い
選
択
を
求
め
て
い
る
。

　

街
頭
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
大
幅
な
拡
大
計
画
も

　

通
信
各
社
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
対
応
し
て
、
外
出
先
で
も
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
が
使
え
る
サ
ー
ビ

ス
を
拡
大
す
る
計
画
の
よ
う
だ
。

　

東
日
本
の
大
震
災
で
は
、
携
帯
電
話
が
つ
な
が
り
難
く
な
っ
た
が
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
で
通
信
が
で
き
た
例

が
あ
り
、携
帯
電
話
の
回
線
網
だ
け
で
は
、混
み
合
っ
て
通
信
速
度
が
下
が
り
や
す
か
っ
た
。
携
帯
で
デ
ー

タ
通
信
す
る
利
用
者
も
増
大
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
歓
迎
さ
れ
る
に
違
い
な
い
。
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ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
夜
明
け

　

ア
ッ
プ
ル
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
は
、
音
楽
デ
ー
タ
、
電
子
書
籍
、
写
真
の
デ
ー
タ
な

ど
を
一
括
し
て
管
理
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
今
秋
か
ら
開
始
す
る
と
発
表
し
た
。
十
年
前
に
は
、
Ｐ
Ｃ
が
す
べ

て
の
生
活
の
中
心
に
な
る
と
考
え
て
い
た
が
、
そ
れ
は
崩
れ
た
、
と
彼
は
告
白
し
て
い
る
。

　

す
で
に
多
く
の
Ｉ
Ｔ
企
業
が
参
入
し
て
い
る
が
、
今
後
デ
ー
タ
と
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ネ
ッ
ト
上
に

お
き
、
み
ん
な
が
共
有
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

Ｐ
Ｃ
は
、
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
な
ど
を
欠
い
た
、
端
末
デ
バ
イ
ス
へ
と
向
か
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

本
紙
「
市
民
プ
レ
ス
」
は
年
四
回
（
一
、四
、七
、十
月
、
各
五
日
）
発
行

特
定
非
営
利
活
動
法
人

N
PO

「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　

こ
の
法
人
は
地
域
住
民
と
行
政
に
対
し
て
取
材
活
動
を
行
な
い
、

報
道
に
よ
っ
て
市
民
の
公
共
参
加
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
市
民
間

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
増
進
に
努
め
ま
す
。

　

地
域
情
報
紙「
市
民
プ
レ
ス
」はN

PO

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
編
集
・

発
行
し
、
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

読
者
の
「
オ
ピ
ニ
オ
ン
」（
意
見
・
感
想
）
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

TEL090

（3048

）5502

編
集
部　

原
宛
に
ど
う
ぞ
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CREATIVE BO
O
K

11
号

　
「
山
手
線
は
廻
る
」
環
状
鉄
路
の
誕
生

　

新
橋
か
ら
品
川
・
横
浜
へ
、
日
本
の

鉄
道
建
設
は
明
治
五
年
に
始
ま
っ
た
。

半
世
紀
を
経
て
完
成
し
た
環
状
の
「
山

手
線
」
は
、
首
都
東
京
の
大
動
脈
と
な

る
。
本
書
は
山
手
線
各
駅
近
傍
の
地
誌

を
語
り
、
歴
史
的
な
変
遷
を
偲
び
つ
つ
、

気
ま
ま
に
読
み
下
せ
る
よ
う
に
編
集
さ

れ
た
物
語
り
。

INFORMATION

CREATIVEBO
O
K

10
号

　
「
隅
田
川
を
遡
る
」
橋
梁
物
語

　

空
撮
写
真
の
ほ
か
多
彩
な
カ
ラ
ー
写

真
を
添
え
て
隅
田
川
に
架
か
る
橋
梁
と

両
岸
の
賑
わ
い
を
訪
ね
、
江
戸
時
代
か

ら
の
歴
史
を
語
る
。


